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波成分が含まれるようになる。これは、脈動周期が

長くなりピストンの移動速度が低下すると、ピスト

ン変位機構の機械的なガタ等によりピストン移動の

滑らかさが次第に失われてしまうためである。

② 閉そく比が比較的大きい、本研究の条件におい

て、脈動がない定常流の場合、 L/d=6.67,...._,l3.3で

は各々の角柱からはカルマン渦がほぼ一定周期で放

出され、そのストローハル数は約0.3である。また、

流路レイノルズ数を1,000から2,000へと増大させる

ことにより、ストローハル数は減少する。一方、

L/d=3.33の場合には、カルマン渦が周期的に放出

されない、不規則な流れとなる。

③ L/d =6.67,,....,13.3で脈動周期が比較的長い (St*

三 d／伍＝0.088)場合、脈動振幅が大きい (Q2/Q1

=0.88)と、西村らが指摘したように加速時には角

柱後流が安定化し、減速時には不安定化する。しか

し、脈動振幅が小さいとき CQdQ1=0.14) には、

定常流との顕著な差は見いだせない。

④ 脈動周期がカルマン渦発生周期よりも短く (St*

=0.528) なると、脈動振幅： QdQ1z0.43では、

脈動流の加速・減速によってカルマン渦が形成・崩

壊する脈動流支配の流れとなる。

⑤ 同一体系の定常流について行った数値解析結果を

実験結果と比較したところ、解析結果が未だ確定し

ていない L/d=6.67、Re=l,000の場合を除いて、

ストローハル数は実験結果と良く一致しており、解

析結果がほぼ妥当なものであることが示された。

⑥ 本数値解析において圧力勾配パラメータ： LIPc/

Leを正弦波状に時間的変化させると、流れは脈動

流となる。また、数値解析結果の圧力勾配波形に高

調波成分が含まれない点を除けば、流量変動と圧力

勾配の挙動は実験結果とほぽ一致している。

本報では、流量変動が流れ場の流動特性に及ぼす影響

について、脈動周期がかなり長い場合と短い場合とに注

目して検討を行ったが、それ以外の場合、流れの様相は

さらに複雑となる。また、カルマン渦発生周期と脈動周

期とは一致していないので、流れ場の様相は脈動流の位

相が同一であっても周期ごとに変化する。このため、脈

動流の特徴をさらに詳細に検討するには、画像データを

長時間にわたって収録し、統計的に解析する必要があ

り、今後の検討課題としたい。また、今回の実験で流れ

場の観察を行った領域は角柱周りの部分に限られたが、

今後は撮影する領域を拡張して脈動流の各位相における

角柱上流側の速度分布の計測も行う予定である。一方、

脈動流を模擬できることが示された二次元数値解析コー

ドについても、さらに脈動流の数値解析を進め、より詳

細な検討を行う予定である。
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